
科目名： 保育の計画と評価 講義・演習 担当教員名： 栗原ひとみ 

実務経験 ： 有 

１年次 前期 ２単位 選択 / 必修 

授業の到達目標及びテーマ： 
・保育は、計画が基になって展開されている事を知る。 
・計画が示す方向目標に向かって実践は一貫性と柔軟性を持って行われる事を知る。その際
にはこどもの発達段階の理解・遊びを通した適切な援助が必要であることを理解する。 

・評価する観点を持ち総合的に教科していく重要性を理解する。 

授業の概要： 
子どもが発達に必要な計画を積み重ねて行くことができる環境を計画的に構成し、子どもの
心身の状況により、適切な援助を行うことが保育者の重要な役割である。子どもの発達の
特性と一人ひとり子どもの状態を踏まえた「見通し」ある保育の展開をしていく必要があ
る。その為に必要な知識と保育技術を当該科目で学んでもらいたい。加えて立案した計画
を実践した後省察し評価する事である。テキストに沿った授業進行行い、毎回確認小テス
トを行う。学生の学習成果や定着度を把握したうえで臨機応変に講義内容を修正してい
く。学生の習熟度に応じて展開していく。 

授業計画 

１ 授業オリエンテーション  計画の意義 計画の一貫性と柔軟性        

２ カリキュラム基礎理論 保育の法的理解 

３ カリキュラムマネジメント  ＰＤＣＡサイクル 

４ 保育所保育指針  指針の内容理解 

５ 幼稚園教育課程  幼稚園・保育園・認定こども園三法の共通性 

６ 全体的な計画  計画を構造的に捉える 

７ 指導計画案の作成 自ら指導計画案を作成 

８ 模擬保育の実践１ 指導案に基づいた保育実践１ 

９ 模擬保育の実践２ 指導案に基づいた保育実践２ 

１０ 模擬保育の実践３ 指導案に基づいた保育実践３ 

１１ 模擬保育の実践４ 指導案に基づいた保育実践４ 

１２ 模擬保育の実践５ 指導案に基づいた保育実践５ 

１３ 模擬保育の実践６ 指導案に基づいた保育実践６ 

１４ 模擬保育の実践７ 指導案に基づいた保育実践７ 

１５ 総括    定期試験 

テキスト： 教育・保育カリキュラム論   中央法規 

参考書等： 平成 29年告示 保育所保育指針 厚生労働省 

評価の方法： 

出席状況、受講態度、授業中に行う小テスト、提出課題及び期末試験等により総合的に評価 

 


